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整理番号 ６ 

 

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 山形県 

地域（地区）名 庄 内
しょうない

 事 業 実 施 主 体 県、市町、森林組合等 

関 係 市 町 村 鶴岡市
つ る お か し

ほか４市町 管 理 主 体 県、市町、森林組合等 

事 業 実 施 期 間 H23 年度～H29 年度（７年間） 完了後経過年数 ５年 

 

事 業 の 概 要 ・ 目 的 
本地区は、山形県の北西部に位置し、東は弁慶山

べんけいやま

（887ｍ）、鳥
とり

形山
がたやま

（1,081ｍ）、

月山
がっさん

（1,984ｍ）、障子ヶ岳
しょうじがだけ

（1,482ｍ）などの出羽
で わ

丘陵地により最上村山森林計画区

に、西は日本海に、南は以東
い と う

岳
だけ

（1,772ｍ）、大鳥屋
おおとりや

岳
だけ

（989ｍ）などの山岳により新

潟県に、北は鳥海山
ちょうかいさん

（2,236ｍ）や稲
いね

倉岳
くらだけ

（1,554ｍ）などの山岳により秋田県に接し

ている。これら東南北の三方を山地に囲まれた中央部に最上
も が み

川
がわ

をはじめ、赤川
あかがわ

、日向
ひ な た

川
がわ

等の河川で形成された庄内平野がある。 

本地区は、鶴岡市、酒田市
さ か た し

、三川町
みかわまち

、庄内町
しょうないまち

、遊佐町
ゆ ざ ま ち

の２市３町で構成されており、

総面積は 241千haと県土面積の26％を占めている。森林面積は162千ha（67％）、民有

林は70千ha（43％）であり、このうち38千ha（54％）がスギをはじめとする人工林で

ある。 

本地区のスギ人工林の齢級構成は、13齢級をピークとし主伐期（11齢級以上）を迎

えた林分が30千ha（79％）を占め、利用間伐及び主伐の実施段階であり、この時期の

伐採収入が森林所有者の森林管理経営に必要不可欠なものとなっている。このため、

効率的な森林施業の基盤となる路網整備と併せ、伐採後の植栽や間伐等の森林整備を

実施し健全な森林の育成を図っていく必要がある。 

 本事業は、主伐後の再造林や間伐等の森林整備と併せ、これらの効率的な実施に

必要な路網整備を一体的に実施することで、人工林の齢級構成の平準化や森林資源

の循環利用による安定的な林業経営の確保及び森林の有する公益的機能の維持増進

を図ったものである。 

 

・主な事業内容 森林整備：2,739ha 

              人工造林、下刈り、枝打ち、除伐、間伐、 

森林作業道整備等 

路網整備：2,920ｍ 

林道開設 

 

・総事業費   1,933,478 千円（税抜き 1,799,250 千円） 



① 費用対効果分析の

算定基礎となった

要因の変化 

令和５年度時点における費用便益分析は以下のとおりである。 

事業着手以降、当初の予定よりも施業の集約化が進んだことにより、再造林及び保

育等の施業量が増加したことを踏まえ費用便益分析を実施した。 

 

総便益（B）17,737,123 千円 

総費用（C） 4,621,026 千円 

分析結果（B/C）3.84 

 

② 事業効果の発現状

況 

・再造林、保育等により 2,739ha の森林が整備され、水源涵
かん

養や山地保全等といった

森林の有する公益的機能の維持増進が図られた。また、高性能林業機械の使用等に

より効率的な作業が行われ、木材が安定的に供給された。 

・林業専用道 2,920ｍ、森林作業道 165,441ｍの開設により、林内路網が整備され森林

整備事業地までの到達時間の短縮や木材運搬等が容易になったことで、作業や木材

搬出の効率化に寄与した。 

・森林整備及び路網整備事業等の発注により雇用の場が提供され、地域経済の振興に

貢献した。 

 

③ 事業により整備さ

れた施設の管理状

況 

・整備された森林は、森林経営計画等により継続して適切に管理されており、良好

な管理状況にある。 

・整備された路網は、適切に維持管理されており、良好な管理状況にある。 

 

④ 事業実施による環

境の変化 

・森林整備の実施により健全な森林が育成され、水源涵養や山地保全、林産物の安

定供給等といった森林の有する多面的機能が発揮されている。 

⑤ 社会経済情勢の変

化 

・本県では、環境保全意識の高まりを受け県条例による「やまがた緑環境税」が平

成 19 年度に創設され、この税活用による森林保全施策として、本事業で実施する

間伐・森林作業道に平成 24 年度から、また、再造林に対して平成 27 年度より嵩

上げ助成事業が実施されている。 

・木質バイオマス発電施設が、平成 28 年度に鶴岡市（FIT 認定 H27 年 1 月:1,995

㎾）平成 30 年度に酒田市（FIT 認定 H26 年 3 月:50,000 ㎾）で稼働し未利用・低

質材の活用も進み、本地区の森林資源の利用促進が図られている。 

 

⑥ 今後の課題等 ・森林の有する公益的機能の維持増進を図るとともに木材を安定的に供給するため、

森林経営計画等に基づく適切な森林整備及びその実施に必要な路網を着実に整備

する必要がある。 

・スギ人工林の構成として主伐期（11 齢級以上）を迎えた林分が 79％を占めている

ことから、計画的な伐採と確実な再造林により、木材の安定的な供給を維持しつつ、

林業の成長産業化を促進することが必要である。 

・コンテナ苗・早生樹等の生産基盤を強化し、伐採から再造林までの一貫作業や下刈

り等保育作業を省力化し、低コスト林業の取組を推進する必要がある。 



地元の意見： 

（山形県） 

本県では、平成 28 年度に「山形県の豊かな森林資源を活用した地域活性化条例」

（通称やまがた森林ノミクス条例）を制定した。本事業の実施は、この条例の目的

達成に向けた最重要施策であり、森林資源の有効活用と地域の活性化に寄与してい

る。 

今後も、森林組合、素材生産や木材加工業者、森林所有者及び市町等行政関係者

との意見交換を継続して行い、川上から川下まで一体となった森林整備の仕組みづ

くりと森林の有する多面的機能の維持増進を図っていく。 

 

 

 

 

評価結果 

必要性： 水源涵養や土砂の流出防止等といった森林の有する公益的機能を持続的に

発揮させるとともに、新たに稼働した木質バイオマス発電施設等の影響もあ

り拡大する木材需要に対応するためには、森林整備及び路網整備が不可欠で

あることから、事業の必要性が認められる。 

効率性： 森林整備では、高性能林業機械による低コストで効率的な作業システムの

定着が図られてきている。 

また、路網整備では、林業専用道を開設することにより、森林整備箇所へ

のアクセス向上が図られ、費用便益分析の結果からも、事業の効率性が認め

られる。 

有効性： 森林資源の現況や路網の整備状況を踏まえた計画的な事業の実施により、

森林の有する多面的機能の維持増進が図られ、引き続き、その効果が適切に

発揮されていることから、事業の有効性が認められる。 

 

 



事業名：森林環境保全整備事業 　 都道府県名：山形県

地域(地区）名：庄内 （単位：千円）

評価額

3,520,533

1,255,530

4,883,056

3,701,312

炭素固定便益 1,289,576

774

2,511,969

4,908

569,465

17,737,123

4,621,026

17,737,123

4,621,026

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源涵養便益

洪水防止便益

流域貯水便益

水質浄化便益

木材利用増進便益

木材生産確保・増進便益

土砂流出防止便益山地保全便益

環境保全便益

木材生産等便益

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

森林整備経費縮減等便益
森林管理等経費縮減便益

森林整備促進便益

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 3.84



森林環境保全整備事業

庄内地域（山形県） 森林整備位置図




